
米、コロナ死者増も「マスク義務化しない」 ファウチ元顧問が見解 

9/12 フォーブスジャパン 

 

米政府のアンソニー・ファウチ元首席医療顧問は 10日、米国ではこのところ新型コロナ

ウイルスの感染が拡大し、死亡者と入院者が増加しているものの、連邦政府が再びマスク

着用を義務化する可能性は低く、感染者の「圧倒的な急増」は起きないだろうとの見解を

示した。 

ファウチは ABCニュースの番組「ジス・ウィーク」に対し、感染者が大幅に増加した場

合、政府機関が屋内や特定の状況でのマスク着用を推奨したり、地元機関がマスクを義務

付けたりする可能性はあるものの、連邦政府が義務化に踏み切れば「私は非常に驚くだろ

う」と言明。 

「みなが持っている免疫のレベル、つまり、ワクチン接種を受けたり、追加接種を受けた

り、私たちのように感染してハイブリッド免疫を持っていたりする人ばかりであることを

考えると、感染者や入院者の圧倒的な急増が起きる可能性はおそらく低い」と語った。 

米国では新型コロナ流行中、大半の場所でのマスク義務化については州や地方自治体に判

断がゆだねられていたが、政府庁舎や政府所有地については連邦政府がマスク着用を義務

化。さらに飛行機や列車、バス、空港などの公共交通機関でも同様にマスク義務化が実施

されたが、2022年 4月の裁判所命令により撤廃された。 

米疾病対策センター（CDC）が発表した最新のデータによると、新型コロナ感染による入

院患者数は過去 1週間で 15.7％増加、死者数は 10.5％増加した。 

地方自治体の多くは、最近の感染拡大を受けても、マスク着用を広く義務づける規則は設

けていない。しかしここ数週間で、映画製作大手ライオンズゲートや医療保険大手カイザ

ー・パーマネンテの一部施設、モーリス・ブラウン大学、サンフランシスコの病院と刑務



所、アラバマ州の地方政府庁舎の一部で、何らかのかたちでのマスク着用義務が復活して

いる。 

現在、米国で主流となっている変異株は XBB系統の一種「エリス」で、8月 20日～9月 2

日の感染の約 22％を占めた。 

XBB 系統対応ワクチンが間もなく登場 

米食品医薬品局（FDA）は 11日、同じく XBB系統の変異株「XBB.1.5」に対応した新しい

ブースター接種（追加接種）用ワクチンを承認した。FDAは最近、モデルナとファイザ

ー、ノババックスの製薬 3社に対し、XBB系統に対応した新たな 1価ワクチンを開発する

よう勧告していた。CDCの諮問委員会は今週の会合で、ワクチン推奨に関する投票を行う

予定。 

コロナ関連の死者と入院は初夏から増加しており、秋から冬にかけても増加すると予想さ

れている。NBCニュースによると、各州はコロナ関連の統計を CDCに報告する義務がなく

なったため、専門家はコロナ流行状況を廃水検査や入院患者数などを通じて追跡してお

り、いずれの指標でも感染が拡大していることが示されている。 

CDCが 1月に発表した研究結果によると、オミクロン株に対応するものとして昨年開発さ

れ、現在提供されている 2価ブースターワクチンは、一般的な成人では XBB系統に対して

約 50％の予防効果、65歳以上では約 33％の予防効果がある。 

だがワクチンメーカー各社は、次期ワクチンによる予防効果はさらに高まるとの自信を示

している。モデルナは先月下旬、同社の新ブースターがエリスにも効果がある可能性があ

ると発表。ファイザーも同じころ、同社の新ワクチンがマウス実験でエリスに対する効果

が確認されたと発表した。 

米国ではまた、XBB系統には属さない新変異株「BA.2.86」（通称ピロラ）が広まり始めて

いる。世界保健機関（WHO）は、ピロラを監視中の変異株のリストに加えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


